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1．は　し　が　き

飼料用の稲は，従来の品種より飛躍的な多収が求められ

る。そのためには極多肥栽培も考えられ，それに伴って当

然病害の多発が予想される。しかし．山がも指摘してい

るように飼料用として栽培する場合には農薬散布等は使用

を制限されるであろう。それゆえに飼料用稲には，病害抵抗

性がかなり強く，しかも安定していることが望まれる。現

在飼料用稲としては多収性及び識別性の面から外国稲の利

用が考えられている。しかし外国稲を利用するとその品種

を侵害するいもち病菌がないため当初は全く発病しないが

数年間栽培を続けると激発して甚大な被害をもたらすこと

がある4・5・6）。外国稲を栽培しようとする場合，このよう

な事態は未然に防ぐ必要がある。

そこで，前報2）の供試品種に数品種を加えて，それらの

菌系別抵抗性と圃場抵抗性の検定を行ったのでその結果を

報告する。

2　試　験　方　法

（1）菌系別抵抗性

前報のの供試品種に6品種を加えた36品種の外国稲と判

別品種9品種を供試し，54cm×18cmx15cm（縦×横×高さ）

のポットに養成し，4葉期ころ11菌系の胞子けん濁液（胞

子濃度2×104ヶ／れg）を噴霧接種した。そして，そのポ

ットを26℃に保った接種箱に入れ，24時間後に温室に移し

て荏病させ病斑型を調査した。

（2）圃場抵抗性

古川農業試験場の頬苗代において，自然発病による襲い

もち検定により調査した。調査基準は，昭和51年農事試験

場作物部長名による基準によった。

3　結果及び考棄

各品種の菌系別抵抗性と圃場抵抗性は表1に示した。大

粒品種及びジャポニカ品種はR8fraello以外は遺伝子型を

推定でき，それらは全て日本稲在来抵抗性遺伝子型と共通

しており，十型かP卜」又はみ瑠遺伝子を持つと推定され

－7－

た。これらのうち開場抵抗性が強のトヨニシキ並に強かっ

たのは，大粒品種では8025，同26，Ti¢inese．址ontiOelli

Sesiaであり，現在各方面から注目されているアルポリオ

Jl，同JlOであった。そしてジャポニカ品種では，Eyobo

5，台農67号であった。タトi遺伝子を持つと推定されたもの

は自然発病による検定圃場では発病しなかったため，圃場

抵抗性程度は不明であった。他の場所1）の検定では，80mi

は弱のイナバワセよりやや強く，Romeoは強のトドロキワ

セより強く，延系20号は弱のイナバワセよりさらに弱かった。

半疑性インディカ品種については，真性抵抗性遺伝子型

は♪卜占と推定されたものが一部にあったがその他の品種

については雇病する菌系がないため不明であった。これら

は幸いもち検定圃場では全く発病しなかった。

以上のことから，大粒品種の推定遺伝子型は，日本稲と

共通している場合が多くの開場抵抗性の検定は比較的容易

に出来る。そして圃場抵抗性の程度についてもかなり強い

ランクの品種があることが明らかにされた。

半壊性インディカ品種は，侵害菌系を見出すことは容易

ではなく，圃場抵抗性の検定は困難である。その上最近韓

国で普及した半壊性品種は囲場抵抗性は未検定のものが多

いようであり，栽培当初は全く発病しなかったが数年後激

発して甚大な被害をもたらした事例が示しているよう

lど・ものこのタイプの品種の利用については十分慎重でなけ

ればならない。
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蓑1　飼料用外国稲のいもち柄抵抗性
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発 周

主　 5戸 ・ 守 I 竿 ？ ？ ・ 77　 7戸 定
遣

病 場

抵

抗
b　　 33　 I　 20　 168　 182　 19　　 01　 01　 142　 310 伝

子
程

　　　　　　　　　　　　　　 b＋　 b十　 b
（303） （337） （007） （00 3） （101） （035） （137） （桐7） （033） （037） （437） 型 度 性

半

I R　 3 6 ‾　　　 ‾　　　 ‾　　　 ▲　　　 一　　　 一　　　 一　　　 一　　　 S　　　 －　　　 S アト ム？ 0 不 明

l R　 4 3 不 明 0 ′′
I R　 5 0 ‾　　　 一　　　 一　　　 一　　　 一　　　 一　　　 一　　　 一　　　 肌　　　 －　　　 8 P l－∂？ 0 〝

R　P　9　－　 3 不 明 0
焙 嶺　 南　 早　 生 不 明 0 ′′
性 維　　　　 新 一　　　 一　　　 一　　　 1　　　 －　　　 －　　　 －　　　 －　　　 8　　 ．M　　　 M P i －∂ 0 〝
イ 魯　　　　 豊 ‾　　　 ‾　　　 一　　　 一　　　 一　　　 一　　　 一　　　 一　　　 S　　　 －　　　 S P r－さ？ 0

ン 密 傷　 2 1 号 不 明 0

7‾ 密 院　 2 2　 号 ‾　　　 ‾　　　 ‾　　　 ‾　　　 一　　　 一　　　 一　　　 一　　　 一　　　 一　　　 S P r A？ 0 ′′
イ

カ

密 院　 3 0　号 不 明 0 〝
7　原　 264　号 不 明 0 〝

r∃ 裡 里　 342　号 不 明 0ロロ
種 燻　 卿　 南　 特 不 明 0 ′′

南　 京 11 号 不 明 0 ′′
農　 杜　 4　 号 ー　　　 8　　　 －　　 址　　 加　　 －　　　 8　　　 －　　　 S　　　 S　　　 S P f一々　P i一方 0

l　 K　 P 不 明 0 〝
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B G　 2 5 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S 十 4．7 強

8 G　 2 6 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S 十 4．8 ′′
アルポリオ J l S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S ＋ 4．8 〝
アルポ リオ J lO 8　　　 8　　　 8　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S ＋ 圭 ▼

0
〝

B on n l －　　 8　　　 8　　 －　　 －　　 －　　 8　　　 8　　　 8　　　 8　　　 8 P‘－〃 」ゴーi 有 萌 ▼‾‾

T i¢in e S O S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S ＋ 5．2 強

口目口
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M u ntit）e lli S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 8 十 5．5 〝
I S C　 2 9 3 S　　　 S　　　 S　　　 S　　 M　　 －　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S P i一々 7．0 や弱′）弱

R a fra e llo 一　　　 一　　　 一　　　 一　　　 一　　　 M　　　 一　　　 一　　　 一　　　 一　　　 一 不 明 0 不 明

R o Ille O －　　 S　　　 8　　 －　　 －　　 －　　 S　　　 S　　 －　　　 S　　　 S P i－〃 」町－f 0 ′′
R az z a7 7 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S ＋ 7．0 や弱～弱

C ig a lo n S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S ＋ 7．3 〝
S e s ia S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 8　　　 8　　　 8　　　 8 十 6．0 強

もーⅢ－ 12 5 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S ＋ 7．6 や弱 ～弱

ヤ 紅　 旗 16　号 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S 十 岳二百 ‾◆▲蕗 ▲▲

ポ 延　 系　 20　号 －　　 S　　　 S　　 一　　 一　　 8　　　 8　　　 8　　 －　　 8　　　 8 P i－i 0 不 明

－ 墾　 豊　 6　 号 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 8 十 7．8 や弱 ～弱
カ
Ll

K y Oh o 5 S　　 S　　 S　　　 S　　 S　　 S　　 S　　　 S　　 S　　 S　　 S ＋ 5．8 強

ロロ
種

判

台　 農　 6 7　号 S　　 S　　 S　　 8　　 －　　 －　　 S　　 S　　 S　　 S　　 S ♪▲－■ 4．8 〝
C a lo r0　－　 2 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S 十 ‾色二も‾ ‾属 目‾

新　　 2　　 号 ． 8　　　 8　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S　　　 S 十
愛　 知　 旭 8　　 8　　　 8　　 8　　 －　　 －　　 8　　 S　　　 S　　 S　　 8 P f－d
イ　ナ バ ワ　セ ‘ －　　 8　　　 8　　 －　　 －　　　 S　　　 S　　　 S　　　 －　　 S　　　 S P i－i

別 閑 ＿東 写し を ＿‖二 …　 8　　 －　　 －　　 －　　 8　　 8　　 －　　 8　　 8　　 8 P l－′
ツ　 ユ　 ア　 ケ　 ー‾　 S　　 一　　 一　　 一　　 S　　 S　‾‾‾‾‾二日‾‾　s　　 s　　 s P i一 甥々

⊂コロロ フ ク　ニ　シ キ 一　　　 一　　　 一　　　 一　　　 一　　　 一　　　 一　　　 8　　　 －　　　 －　　　 － P f一g

踵
ヤ　シ　ロ　モ チ S　　　 8　　　 －　　 －　　　 8　　　 －　　　 S　　　 一　　　 一　　 一　　 一 P f－fd

P i一触 4 S　　　 8　　　 －　　　 －　　　 －　　　 －　　　 －　　　 ＿　　　 ＿　　　 ＿　　　 ＿ P卜 ね2

と　り で 1 号　　 一　　 一　　 一　　 一　　 一　　 一　　 一　　 一　　 一　　 一　　 S クーーgJ

注．1）表中一はRを表わす。

2）この中P卜占は少なくともPト　を持つ意味，？は疑問の残るもの

3）基準品種の発病程度

十型：ササミノリ（強）6．0，日本晴（中）6．7，農林29号（弱）6．3

八一d型：トヨニシキ（強）5．5，農林41号（中）6．7，ササニシキ（弱）8．7

5）山田昌堆・超多収稲と病害．植物防穫36（7），329－　　6）山田昌雄・季　銀瞳．韓国における統一系イネ晶疎の

332（1982）・　　　　　　　　　　　　　　　　　　いもち病擢病化．植物防疫32（6），238－242（1978）．


